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は気孔径が直径 300～400μmにおいて最大の骨伝導能を示すことが報告されている。また BMP-2及び TCP
を用いた異所性骨組織誘導実験では、直線的に貫通する気孔を有するハニカム構造が血管誘導に効果的
に働く幾何学的構造であり骨組織形成には良いと報告されている。 



























































研究は、CaCO3と CaHPO4・2H2O粉末を 1:2の割合で混和し、ボールミルにて水とともに 24時間粉砕混
合させスラリーを作製し、直径約 300μm の貫通孔を有する鋳型にて加圧成形し、幅 3.95mm×3.95mm、高
さ 1mmのシート状のハニカム TCPを作製した。それらを 1100，1150，1200，1250，1300，1500℃の異な
る温度で焼成し、それぞれについて X線回折法を用いて結晶構造、走査型電子顕微鏡を用いて表面性状
を解析した。各ハニカム TCP を 4週齢 Wistar系ラット外耳道骨欠損部位に埋入し、生体内での反応を組
織学的に観察した。さらに骨欠損部埋入実験において最も生体親和性の高かったハニカム TCPに BMP-2
を添加したサンプルを外耳道骨組織欠損部及び背部皮下に埋入し組織学的に解析することにより、ハニ
カム TCPが BMP-2の担体として機能するか検討した。 
 その結果ハニカム TCPは作製時の焼成温度が 1200℃までは β型のみが析出し、焼成温度の上昇に伴い
α 型の含有量が増加する傾向が認められた。α型を含む TCPでは炎症反応が著しいが、1200℃で焼成作
製した β型 TCPでは炎症反応が殆ど認められず、良好な骨組織形成が観察された。ハニカム TCP孔内に
は多数の微小血管が認められ、孔内壁に添加するように骨組織が形成されていた。また最も生体親和性
が高かった 1200℃で焼成したハニカム TCPに BMP-2を添加すると外耳道骨欠損部において強い骨組織誘
導を認め、さらに背部皮下結合組織内においても骨組織形成を認めた。 
 本研究は広く臨床に用いられている TCPに貫通孔をハニカム状に配列した立体構造を付与することが
より効率的な骨組織形成に働くことを確認し、またそれを用いる上で作製時の最も良い条件を見出した
という点で、臨床応用の可能性が期待できるものと考えられる。 
よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
  
 
 
 
 
